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（兎年生まれの小学生の皆さん）



新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
の
幕
開
け
は
、

ほ
ど
よ
く
雪
の
あ
る
穏
や
か
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

王
滝
村
議
会
が
新
し
い
ス
タ
ー

ト
を
し
て
か
ら
一
年
余
り
が
経
過

い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
間
、
村
民
の
皆
さ
ま
に
議

会
に
対
す
る
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
く
べ
く
、
日
曜
日
に
議
会
を
開

く
な
ど
の
新
し
い
試
み
に
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
思
う
よ
う
な
結
果

を
出
す
ま
で
に
は
至
っ
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
努
力
は
続
け
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

混
迷
の
度
合
い
を
深
め
る
政
治

状
況
の
中
で
、
地
方
自
治
体
や
地

方
議
会
の
あ
り
方
も
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見

え
ま
す
。

地
方
主
権
と
言
わ
れ
る
な
か
で
、

議
会
の
果
た
す
役
割
と
担
う
べ
き

責
任
は
更
に
重
い
も
の
に
な
っ
て

い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

王
滝
村
議
会
に
お
い
て
も
、
何

を
な
す
べ
き
か
、
議
会
と
し
て
ど

う
あ
る
べ
き
か
、
皆
さ
ま
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
き
議
論
を
重
ね
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
し
、
新

年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

王
滝
村
議
会
議
長

西
村

祥
夫

2

年
頭
の
あ
い
さ
つ



一
般
会
計
補
正
予
算
の
議
案
に

対
し
て
、
四
名
の
議
員
か
ら
以
下

の
よ
う
な
質
問
が
行
わ
れ
た
。

（
質
疑
）

問
（
田
中
）
来
年
度
建
設
す
る
予

定
の
村
営
住
宅
だ
が
、
今
回
の
補

正
で
実
施
設
計
費
の
み
を
追
加
す

る
意
図
は
何
か
。

答
（
企
画
財
政
課
長
）
入
居
時
期

を
早
め
る
た
め
、
新
年
度
早
々
に

着
工
し
た
い
。

問
（
田
中
）
現
在
、
村
営
住
宅
の

入
居
率
は
、
空
き
室
が
ほ
と
ん
ど

無
い
状
況
と
聞
き
及
ん
で
い
る
が

昭
和
四
十
年
代
初
期
の
老
朽
住
宅

も
あ
っ
て
い
ず
れ
建
て
替
え
が
必

要
だ
が
、
今
回
は
建
て
替
え
な
の

か
、
そ
れ
と
も
増
設
な
の
か
。

そ
れ
と
、
村
長
が
二
期
目
に
入
っ

て
か
ら
小
規
模
予
算
で
地
味
な
が

ら
少
子
化
対
策
、
定
住
促
進
に
特

に
施
策
傾
注
し
て
い
る
よ
う
に
思

う
が
、
こ
の
住
宅
も
そ
の
一
環
な

の
か
。

答
（
村
長
）
老
朽
住
宅
の
こ
と
も

悩
み
だ
が
、
今
回
は
単
身
者
用
の

増
設
で
あ
る
。
現
在
家
族
用
の
住

宅
に
単
身
で
入
居
さ
れ
て
い
る
事

例
も
あ
り
、
適
正
な
入
居
に
さ
せ

て
頂
く
こ
と
で
結
果
的
に
収
容
力

の
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
た
い
。
今
後

進
め
て
い
き
た
い
定
住
促
進
策
の

構
想
は
色
々
あ
る
が
、
ま
ず
は
、

そ
の
一
環
と
考
え
て
頂
い
て
結
構

で
あ
る
。

問
（
田
中
）
旧
建
設
省
の
補
助
事

業
で
特
定
家
賃
住
宅
な
ど
公
費
投

資
が
ご
く
少
な
く
て
済
む
ユ
ニ
ー

ク
な
も
の
が
あ
っ
た
が
、
少
子
高

齢
化
の
時
代
で
、
政
府
も
公
共
住

宅
に
も
色
々
な
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー

を
揃
え
て
く
る
と
思
う
。

四
次
長
期
計
画
で
は
、
こ
の
辺

十
二
月
定
例
議
会
を
、
十
二
月
十
四
日
に
開
き
、

村
長
提
出
議
案
六
件
と
請
願
・
陳
情
二
件
の
議
案
を

審
議
し
た
。

一
般
質
問
は
三
名
の
議
員
が
行
っ
た
。

請
願
・
陳
情
を
除
く
議
案
は
左
表
の
と
お
り
。

六
シ
ー
ズ
ン
ぶ
り
に

ス
キ
ー
リ
フ
ト
券
補
助
が
復
活

一
般
会
計
補
正
予
算

・王滝村消防団員等公務災害補償条例の一部

を改正する条例について

・平成２２年度王滝村一般会計補正予算（第

６号）について

・平成２２年度王滝村特別会計国民健康保険

（事業勘定）補正予算（第３号）について

・平成２２年度王滝村特別会計国民健康保険

診療施設費補正予算（第３号）について

・平成２２年度王滝村特別会計村営水道事業

費補正予算（第２号）について

・平成２２年度追王滝村特別会計おんたけ高

原簡易水道事業費補正予算（第３号）につ

いて

3

一
般
会
計
補
正
予
算

一般会計補正予算の主な内容は以下のとおり

・村営住宅の設計監理委託料（２３年度に単身用住宅

８戸を建設するための設計料） ３０８万円

・財政調整基金への積み立て ３６７３万円

・保育所大規模改修設計監理委託料（２３年度に予定

する保育所の耐震補強等、大規模改修の設計料）

２５２万円

・保育所へＡＥＤ（除細動器）を設置 ３９万円

・精米機更新への補助金（老朽化したＪＡの精米機更新

の補助金） １２０万円

・小学校管理費（小学校放送設備の改修） ２９１万円

・リフト補助金（小中学校生徒７４名のリフトシーズン

券の補助、１名１０,０００円） ７４万円



の
情
報
も
研
究
し
て
財
政
負
担
が

少
な
く
実
質
に
効
果
の
高
い
若
者

定
住
、
少
子
化
対
策
を
進
め
て
欲

し
い
。

答
（
企
画
財
政
課
長
）
ご
質
問
の

趣
旨
に
沿
っ
て
研
究
、
策
定
を
進

め
て
参
り
た
い
。

問
（
下
出
）
村
民
リ
フ
ト
券
補
助

金
に
つ
い
て
リ
フ
ト
使
用
料
補
助

要
綱
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
お
聞
き
し
た
い
。

答
（
教
育
長
）
こ
こ
五
、
六
年
実

施
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
、
今
回

見
直
し
を
し
、
児
童
、
生
徒
に
限

り
「
児
童
・
生
徒
リ
フ
ト
使
用
料

補
助
要
綱
に
訂
正
」
こ
れ
を
基
に

今
回
七
十
四
万
円
の
補
助
を
行
っ

た
。

問
（
下
出
）
ス
キ
ー
教
室
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た

い
。

答
（
教
育
長
）
小
学
校
の
ス
キ
ー

教
室
は
シ
ー
ズ
ン
三
回
、
中
学
校

は
二
回
、
と
し
一
回
に
つ
き
千
百

円
負
担
を
い
た
だ
き
、
先
生
に
つ

い
て
は
、
ス
キ
ー
場
の
計
ら
い
に

よ
り
無
料
と
な
っ
て
い
る
。

問
（
下
出
）
今
回
の
補
助
要
綱
に

よ
る
と
、
シ
ー
ズ
ン
券
に
限
り
一

万
円
の
補
助
を
お
こ
な
う
と
あ
る

が
、
要
綱
を
更
に
見
直
し
ス
キ
ー

教
室
も
加
え
る
こ
と
が
出
来
な
い

か
。

答
（
村
長
）
元
気
だ
っ
た
昔
の
ス

キ
ー
場
に
戻
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
狙
い
と
し
て
今
回
こ
の
補
助
制

度
と
し
た
の
で
。
一
人
で
も
多
く

の
子
ど
も
達
に
ス
キ
ー
場
に
足
を

運
ん
で
も
ら
い
た
い
。

問
（
下
出
）
児
童
四
十
五
名
、
生

徒
二
十
九
名
全
員
が
こ
の
制
度
を

利
用
す
る
と
は
思
わ
れ
な
い
、
従
っ

て
七
十
四
万
円
の
枠
の
中
で
対
応

で
き
な
い
も
の
な
の
か
。
再
度
お

聞
き
し
ま
す
。

答
（
教
育
長
）
一
シ
ー
ズ
ン
見
て

か
ら
、
来
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
検
討

し
て
い
く
お
約
束
を
し
ま
す
。

問
（
立
花
）

保
育
用
備
品
購
入

費
で
購
入
す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
幼
児
用

か
。

答
（
教
育
次
長
）

幼
児
用
キ
ッ

ト
が
付
属
し
た
も
の
。

問
（
立
花
）

今
回
の
保
育
園
設

置
の
も
の
も
含
め
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
は

村
内
に
何
箇
所
設
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
か
。

答
（
村
長
）

役
場
・
診
療
所
・

保
健
セ
ン
タ
ー
・
滝
越
・
学
校
・

田
の
原
（
冬
場
は
公
民
館
）
・
保

育
園
の
七
箇
所
で
あ
る
。

問
（
立
花
）

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

で
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
講
習
会
等

は
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

答
（
村
長
）

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
音
声
に

よ
っ
て
使
い
方
が
案
内
さ
れ
る
。

ま
と
め
（
立
花
）

貴
金
属
の
ア

ク
セ
サ
リ
ー
を
つ
け
て
い
た
り
、

体
が
濡
れ
て
い
た
り
す
る
場
合
も

あ
り
、
音
声
案
内
だ
け
で
は
計
り

知
れ
な
い
事
態
も
あ
る
。
講
習
会

の
実
施
も
考
慮
し
て
ほ
し
い
。

問
（
胡
桃
沢
）
精
米
機
の
設
置
場

所
は
ど
こ
か
。

答
（
産
業
課
長
）
い
く
つ
か
案
は

出
た
が
、
そ
ば
の
製
粉
工
場
辺
り

で
予
定
し
て
い
る
。

問
（
胡
桃
沢
）
議
決
後
に
場
所
の

変
更
は
な
い
か
。

答
（
産
業
課
長
）
最
終
決
定
で
あ

る
。

問
（
胡
桃
沢
）
リ
フ
ト
券
補
助
の

周
知
に
児
童
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
に

プ
リ
ン
ト
の
配
布
が
行
わ
れ
る
と

思
う
が
、
一
緒
に
ス
キ
ー
学
校
建

物
の
利
用
を
推
進
す
る
た
め
の
文

章
を
加
え
て
は
ど
う
か
。

答
（
教
育
長
）
そ
の
よ
う
に
対
応

し
た
い
。

十
一
月
二
十
六
日
に
臨
時
議
会

が
招
集
さ
れ
、
人
事
院
勧
告
に
基

づ
く
三
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

可
決
さ
れ
た
。

（
一
般
職
の
職
員
の
給
与
）

一
般
職
の
給
料
は
人
事
院
勧
告

に
基
づ
き
期
末
・
勤
勉
手
当
を
〇
・

二
〇
ヶ
月
の
削
減
。
給
料
表
の
改

正
は
（
四
月
か
ら
十
一
月
の
給
料
・

賞
与
の
支
給
額
の
〇
・
二
八
ヶ
月

の
減
額
と
し
た
給
料
表
の
改
正
も

お
こ
な
い
、
給
料
の
削
減
は
現
行

（
四
％
か
ら
六
％
）
を
翌
年
三
月

ま
で
の
四
ヶ
月
間
を
〇
％
に
緩
和

す
る
条
例
改
正
も
合
わ
せ
て
行
っ

た
。

（
特
別
職
の
職
員
給
与
）

特
別
職
（
村
長
・
教
育
長
）
は

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
期
末
手
当

の
〇
・
一
五
ヶ
月
の
削
減
を
行
い
、

報
酬
の
削
減
は
現
行
十
％
を
翌
年

三
月
ま
で
の
四
ヶ
月
間
は
〇
・
六

王滝中学校のスキー教室

消防ポンプ自動車（1月7日納車）

十
一
月
臨
時
議
会
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％
に
緩
和
す
る
条
例
改
正
も
合
わ

せ
て
行
っ
た
。

（
議
会
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

償
）議

会
は
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ

き
期
末
手
当
の
〇
・
一
五
ヶ
月
の

削
減
を
行
う
改
正
を
行
い
、
報
酬

の
削
減
は
現
行
十
％
を
翌
年
三
月

ま
で
の
四
ヶ
月
間
に
つ
い
て
維
持

す
る
こ
と
と
し
た
。

行
政
報
告

自
主
放
送
の
デ
ジ
タ

ル
化
は
十
一
年
三
月
、
デ
ジ
タ
ル

か
ら
ア
ナ
ロ
グ
の
変
換
は
十
一
年

二
月
に
実
施
予
定

高
規
格
救
急
車
の
老
朽
化
に
よ

る
更
新
。
十
一
月
二
十
五
日
に
配

備委
員
会
報
告
（
総
務
、
経
済
観
光
、

福
祉
環
境
の
各
委
員
長
）

一
般
質
問

木
祖
村

深
澤
衿
子

議
員
（
広
域
の
職
員
採
用
に
つ

い
て
）

・
木
曽
広
域
連
合
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

・
木
曽
広
域
連
合
副
管
理
者
の
給

与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

・
木
曽
寮
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
木
曽
寮

の
廃
止
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

・
木
曽
広
域
連
合
広
域
計
画
の
変

更
に
つ
き
議
会
の
議
決
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て文
化
ホ
ー
ル
舞
台
照
明
設
備
改
修

一
億
三
百
九
十
五
万
円

・
平
成
二
十
二
年
度
木
曽
広
域
連

合
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

補
正
額
、
三
千
三
百
四
十
九
万

七
千
円

予
算
総
額
、
三
十
二
億
七
千
七

百
五
十
一
万
三
千
円

・
平
成
二
十
二
年
度
木
曽
広
域
連

合
木
曽
寮
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

補
正
額
、
七
千
三
百
二
十
六
万

二
千
円
を
減
額

予
算
総
額
、
一
億
二
千
七
百
三

十
四
万
二
千
円

・
平
成
二
十
二
年
度
木
曽
広
域
連

合
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

補
正
額
、
六
十
三
万
三
千
円

予
算
総
額
、
三
十
六
億
八
千
六

百
九
十
一
万
九
千
円

（
全
員
協
議
会
）

①
情
報
事
業
の
使
用
料
に
係
る
条

例
改
正
等
に
つ
い
て

②
長
野
県
木
曽
看
護
専
門
学
校
運

営
等
検
討
会
の
経
過
に
つ
い
て

③
第
六
回
中
南
信
消
防
広
域
化
協

議
会
の
報
告
及
び
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て

④
一
般
廃
棄
物
、
処
理
基
本
計
画

の
概
要
に
つ
い
て

⑤
介
護
保
険
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
整
備
状
況
に
つ
い
て

・
木
曽
地
域
高
度
情
報
化
施
設
の

設
置
及
び
管
理
運
営
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
料
の
値
上
げ

に
関
す
る
条
例
の
改
正
。

・
平
成
二
十
二
年
度
木
曽
広
域
連

合
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
平
成
二
十
二
年
度
木
曽
広
域
連

合
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

二
議
案
と
も
人
事
院
勧
告
に
よ

る
期
末
手
当
等
の
減
額
に
伴
う
も

の
。

平
成
二
十
二
年

木
曽
広
域
連
合
議

会
第
四
回
定
例
会

報
告
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問

愛
知
用
水
は
平
成
二
十
三
年

九
月
三
十
日
に
通
水
五
十
周
年
を

迎
え
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

村
と
し
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
ど

の
よ
う
反
映
さ
せ
る
の
か
、
村
長

の
見
解
を
お
聞
き
し
た
い

答
（
村
長
）
通
水
五
十
周
年
の
節

目
を
迎
え
る
事
と
な
る
が
、
利
益

市
町
・
行
政
法
人
水
資
源
機
構
・

愛
知
用
水
土
地
改
良
区
・
関
係
機

関
を
結
ぶ
記
念
式
典
実
行
委
員
会

と
水
源
町
村
も
加
わ
り
「
通
水
五

十
周
年
事
業
連
絡
協
議
会
」
が
組

織
さ
れ
、
そ
の
中
で
事
業
の
具
体

化
に
向
け
、
協
力
出
来
る
分
野
な

ど
協
議
会
を
通
し
具
体
的
な
中
身

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
行
き
た

い
。

問

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

答
（
村
長
）

計
画
の
段
階
と
し

て
、

①
関
係
市
町
と
の
関
連
イ
ベ
ン
ト

を
記
念
事
業
と
し
て
行
う
。

②
関
係
市
町
主
体
の
受
益
リ
レ
ー

を
行
う
。

③
従
前
の
植
樹
祭
を
拡
大
し
な
が

ら
事
業
に
し
て
行
く
。

④
今
回
の
事
業
目
的
を
未
来
永
劫

子
ど
も
達
を
通
し
て
伝
え
て
い
く

事
業
を
行
う
。

⑤
施
設
見
学
会
・
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
な
ど
の
計
画
。

⑥
記
念
式
典
の
実
施
。

問

淀
地
始
め
五
部
落
が
水
没
し

九
十
八
戸
、
五
百
七
名
が
秋
田
県

を
始
め
村
外
へ
移
住
、
村
内
に
は

四
十
三
戸
、
二
百
五
名
が
移
住
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
移
住
者
へ
の

対
応
、
ま
た
周
知
方
法
、
予
算
な

ど
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

答
（
村
長
）
水
没
移
住
者
の
消
息

を
先
ず
把
握
し
、
招
待
に
向
け
進

め
て
い
き
た
い
。
予
算
措
置
は
、

村
の
現
状
見
据
え
余
り
派
手
に
は

出
来
な
い
ま
で
も
、
五
十
年
の
半

世
紀
に
わ
た
る
歴
史
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
実
に
な
る
記
念
事
業
に

し
て
行
き
た
い
。

答
（
企
画
財
政
課
長
）
協
議
会
を

立
ち
上
げ
、
関
係
利
益
市
町
と
話

し
合
っ
て
い
き
た
い
。
予
算
は
編

成
会
議
を
経
て
来
年
一
月
二
十
三

日
頃
を
目
処
に
と
り
ま
と
め
て
い

き
た
い
。
周
知
方
法
は
、
広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
い
ろ
い
ろ
の

分
野
を
使
っ
て
進
め
た
い
。

ま
と
め

森
林
は
水
資
源
の
寛
容
、

保
健
休
養
な
ど
多
様
な
機
能
を
持

つ
、
こ
こ
地
域
の
最
大
の
資
源
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
森
林
資
源
の
保

全
、
水
環
境
の
保
全
と
が
密
接
な

関
係
に
あ
る
こ
と
を
今
回
の
通
水

事
業
に
合
わ
せ
更
に
ア
ピ
ー
ル
し
、

水
源
の
森
の
育
成
・
森
林
文
化
、

水
文
化
の
振
興
そ
し
て
、
下
流
域

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
更
に

深
め
る
と
共
に
村
を
挙
げ
た
積
極

的
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

そ
こ
が
知
り
た
い

一
般
質
問

愛
知
用
水
通
水
五
十
周
年
に
つ
い
て

下
出

謙
介

本
文
は
質
問
者
の
執
筆
を

も
と
に
し
て
い
ま
す
。

愛知用水牧尾ダム
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税
の
過
徴
収
後
の
登
記
簿
確

認
作
業
に
つ
い
て

問

六
月
議
会
に
お
い
て
作
業
は

年
内
に
終
了
す
る
見
込
み
と
の
こ

と
だ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

答
（
総
務
課
長
）
ま
だ
完
結
し
て

い
な
い
が
、
今
月
中
に
照
合
を
終

え
る
予
定
。
来
年
二
月
に
来
年
度

課
税
な
た
め
の
電
算
入
力
が
あ
る

の
で
、
精
査
を
進
め
な
が
ら
整
っ

た
も
の
に
し
て
い
く
。

問

今
ま
で
の
結
果
、
間
違
い
は

な
か
っ
た
か
。

答
（
総
務
課
長
）
作
業
中
の
た
め

は
っ
き
り
し
た
返
事
は
で
き
な
い
。

問

来
年
度
課
税
の
た
め
の
入
力

の
際
に
は
、
複
数
の
職
員
で
チ
ェ
ッ

ク
す
る
体
制
は
で
き
る
か
。

答
（
総
務
課
長
）
通
常
の
二
十
二

年
度
中
の
異
動
処
理
も
あ
り
、
確

認
結
果
に
よ
り
万
が
一
修
正
が
必

要
な
場
合
は
修
正
し
て
入
力
す
る
。

監
査
委
員
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
の
で
、
複
数
の
職
員
で
確
認
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問

村
民
へ
の
確
認
作
業
終
了
の

報
告
は
い
つ
ご
ろ
か
。

答
（
総
務
課
長
）
今
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
が
、
何
ら
か
の
方
法

で
行
う
。

ま
と
め

確
認
作
業
の
結
果
は
村

民
に
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

で
き
る
だ
け
早
く
報
告
を
行
っ
て

ほ
し
い
。

保
育
料
の
無
料
化
に
つ
い
て

問

来
年
度
実
施
へ
向
け
て
検
討

さ
れ
て
い
る
が
、
進
捗
状
況
を
伺

い
た
い
。

答

六
月
議
会
で
、
「
調
整
中
で

あ
り
間
に
合
い
次
第
、
議
会
へ
提

出
し
た
い
」
旨
を
述
べ
た
。
制
度

的
な
問
題
、
現
状
施
設
で
の
受
入

態
勢
の
問
題
等
が
あ
り
、
二
十
三

年
度
施
行
に
向
け
て
教
育
長
の
下

で
調
整
を
進
め
て
い
る
。

答
（
教
育
長
）

村
長
の
諮
問
機

関
で
あ
る
保
育
所
運
営
委
員
会
で
、

三
日
間
協
議
し
て
き
た
。
委
員
は

議
員
二
名
含
め
、
保
護
者
、
民
生

児
童
委
員
等
十
四
名
構
成
で
あ
る
。

一
・
二
回
目
は
質
疑
、
意
見
、
考

え
方
を
聞
き
、
そ
れ
を
元
に
素
案

を
作
成
し
た
。
第
三
回
目
の
十
二

月
三
日
の
会
議
で
素
案
を
提
示
し

改
正
案
が
ま
と
ま
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
保
育
所
徴
収
金
徴
収
規
則

の
一
部
改
正
へ
向
け
て
村
長
決
裁

を
受
け
る
べ
く
準
備
を
進
め
て
い

る
。

問

改
正
の
内
容
と
し
て
、
三
歳

以
上
と
未
満
児
、
ま
た
延
長
保
育

に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
（
教
育
長
）
主
な
改
正
点
と
い

う
こ
と
で
は
、
保
育
料
基
準
額
が

未
満
児
に
つ
い
て
は
現
行
の
半
額
、

三
歳
以
上
は
全
階
層
に
つ
い
て
無

料
と
な
る
。
延
長
保
育
に
つ
い
て

は
、
朝
三
十
分
・
夕
方
一
時
間
三

十
分
の
合
計
二
時
間
が
現
行
で
三

百
円
の
も
の
を
、
三
十
分
を
百
円

と
し
二
時
間
で
四
百
円
と
す
る
。

ま
た
多
子
世
帯
の
減
免
措
置
に
つ

い
て
は
、
現
在
就
学
前
児
童
の
中

で
第
一
子
、
第
二
子
、
第
三
子
以

降
と
い
う
措
置
で
あ
る
の
を
、
十

五
歳
未
満
（
中
三
）
ま
で
の
中
で

第
一
子
、
第
二
子
、
第
三
子
以
降

と
数
え
減
免
の
対
象
枠
を
拡
大
し

た
。

問

村
長
と
し
て
は
、
こ
の
検
討

結
果
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
。

答

決
裁
は
ま
だ
で
あ
る
が
、
保

育
所
運
営
委
員
会
の
結
論
と
し
て

受
け
止
め
る
の
が
立
場
で
あ
り
、

尊
重
し
た
い
。

問

こ
の
事
業
費
は
二
十
三
年
度

予
算
案
に
は
歳
出
で
は
見
え
て
こ

な
い
で
、
歳
入
の
面
で
の
減
額
で

表
れ
る
と
い
う
認
識
で
い
い
か
。

答
（
教
育
長
）
そ
う
い
う
こ
と
に

な
る
。
二
十
二
年
度
見
込
み
で
三

百
六
十
万
円
ほ
ど
見
込
ま
れ
る
も

の
が
、
二
十
三
年
度
予
算
で
は
そ

の
一
割
ま
た
は
そ
れ
を
割
る
三
十

万
円
以
下
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

問

今
後
、
保
護
者
や
村
民
へ
の

説
明
は
ど
う
い
う
日
程
で
行
う
か
。

答
（
教
育
長
）
保
護
者
へ
は
一
月

二
十
日
前
後
に
来
年
度
の
入
所
説

明
会
を
実
施
す
る
の
で
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
新
入
所
者
へ
説
明
す
る
。

現
入
所
者
へ
も
実
施
す
る
。
そ
の

後
、
村
民
へ
何
ら
か
の
か
た
ち
で

周
知
を
図
り
た
い
。

問

今
後
、
こ
の
事
業
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
見
通
し

て
い
る
か
。

答

見
通
し
と
い
う
の
は
現
状
で

は
見
て
い
な
い
が
、
就
任
中
は
続

け
る
。
定
住
化
へ
の
一
助
と
な
る

よ
う
住
宅
問
題
と
と
も
に
、
〇
歳

か
ら
十
四
歳
の
人
口
増
と
な
る
よ

う
子
育
て
支
援
体
制
強
化
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

税
の
過
徴
収
後
の
登
記
簿
確
認
作
業
に
つ

い
て
他

立
花

裕
美
子

王滝保育園児
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三
浦
議
員
の
一
般
質
問
に

関
し
ま
し
て
は
、
本
人
よ
り

原
稿
の
提
出
が
ご
ざ
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

よ
っ
て
、
今
回
は
掲
載
を

見
送
り
ま
し
た
の
で
、
ご
報

告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



十
二
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ

た
請
願
・
陳
情
等
の
採
択･

不
採

択
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
看
護
条
約
・
夜
業
条

約
に
基
づ
き
、
医
療
・
介
護
労
働

者
の
大
幅
増
員
と
夜
勤
改
善
を
求

め
る
陳
情
書
」
（
採
択
）

●
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的

経
済
連
携
協
定
）
交
渉
参
加
反
対

に
関
す
る
請
願
書
」
（
採
択
）

以
上
、
二
件
の
案
件
を
採
択
し
、

関
係
機
関
へ
意
見
書
を
提
出
し
た
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
二
日

に
十
一
月
定
例
会
が
開
か
れ
、
平

成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
、
公
平
委
員
会
委
員

の
選
任
、
二
十
二
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
の
三
件
の
議
案
が
審
議

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り
可
決
、

同
意
さ
れ
た
。

二
十
一
年
度
一
般
会
計
は
歳
入

合
計
四
十
六
億
千
三
百
七
万
円
余
、

歳
出
合
計
が
四
十
五
億
八
千
百
五

十
七
万
円
余
、
差
引
額
三
千
百
五

十
万
円
余
。
歳
入
歳
出
と
も
に
前

年
度
比
四
・
三
％
増
で
、
差
引
額

は
五
・
九
％
増
と
な
っ
た
。
各
施

設
の
利
用
率
は
、
大
規
模
改
修
が

行
わ
れ
た
木
曽
あ
す
な
ろ
荘
を
除

く
と
前
年
度
と
同
率
で
あ
っ
た
。

「
転
退
職
職
員
の
増
加
」
「
避
難

訓
練
の
実
施
状
況
」
「
民
間
業
者

と
の
競
合
」
な
ど
に
つ
い
て
、
活

発
な
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

公
平
委
員
会
委
員
に
は
、
塩
尻

市
公
平
委
員
会
委
員
の
古
田
澄
人

氏
が
選
任
さ
れ
た
。

二
十
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
七

千
五
百
五
十
万
円
を
追
加
す
る
も

の
で
、
歳
入
の
主
な
も
の
は
介
護

給
付
費
の
増
加
千
六
百
六
十
二
万

円
余
、
旧
浅
間
つ
つ
じ
荘
用
地
売

払
収
入
九
百
二
十
七
万
円
余
、
前

年
度
繰
越
金
三
千
百
五
十
万
円
余

で
あ
る
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、

前
年
度
決
算
剰
余
金
の
二
分
の
一

を
財
政
調
整
基
金
積
立
金
と
し
た

も
の
（
千
五
百
七
十
五
万
円
余
）
、

職
員
の
欠
員
補
充
・
人
事
異
動
に

よ
る
人
件
費
の
追
加
（
三
千
三
百

九
十
二
万
円
余
）
な
ど
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
旧
浅
間
つ
つ
じ
荘
用
地

の
寄
附
と
二
十
一
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
の
専
決
処
分
が
報
告
さ

れ
承
認
さ
れ
た
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

議
会
が
新
し
く
な
り
、
二
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
編
集
作
業
に
も

慣
れ
て
き
た
と
は
申
し
ま
せ
ん
が
、

何
と
か
数
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

「
案
ず
る
よ
り
産
む
が
易
し
」
と

い
っ
た
感
じ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
後
も
初
心
を
忘
れ
ず
に
、
丁
寧

な
仕
事
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
せ

な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

１０月

２５日 木曽郡町村議会議長会陳情活動

（飯田国道事務所・国土交通省中部整備局）

２６日 長野県町村議会議長会定期総会（長野市）

２８日 例月出納検査（９月分）

１１月

１日 議会報１０９発行

〃 木曽広域連合福祉環境常任委員会（木曽町）

４日 国有林視察（瀬戸川方面）

〃 木曽森林管理署長との懇談会

８日 木曽広域連合福祉環境常任委員会視察

（松本市他）

９日 愛知県水道南部・北部ブロック協議会合同

水源地表敬訪問

１０日 木曽広域連合総務常任委員会（木曽町）

〃 第４次国有林野施業実施計画の策定におけ

る意見交換会（木曽町）

１１日 木曽広域連合議会運営委員会（木曽町）

１２日 松塩筑木曽老人福祉施設組合議会１１月

定例会（塩尻市）

１６日 木曽郡町村議会議長会陳情活動（東京都）

１７日 第５４回町村議会議長全国大会（東京都）

１９日 木曽広域連合議会１１月定例会

２４日 例月出納検査

２６日 第３回１１月臨時会・議会全員協議会

〃 議会運営委員会

１２月

１日 おんたけスキー場安全祈願祭

２日 おんたけスキー場合同救助訓練

１４日 議会１２月定例会

１６日 知事と市町村長との意見交換会（木曽町）

〃 木曽広域連合議会臨時会（木曽町）

２７日 例月出納検査

２８日 仕事納め

議会日誌
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